
 

                                          

独立行政法人 国立国語研究所 

 第32回「ことば」フォーラム 

後援：立川市 

 

 

映像作品から話し言葉を考える 
   

 
  
 

     2007年 6月 30日（土） 国語研究所 講堂 
 
1時 30分 
                  ＜ あいさつ・趣旨説明 ＞ 

   
 
                                          

（40分） 
 

「ことばビデオ」紹介・上映 
＜ 休憩  15分 ＞ 

 
                                          

 
（25分） 

    
                     

                        
（25分） 

 
４時 
 【ディスカッション】・・・・・映像作品から話しことばを考える 

品田雄吉   尾崎喜光   小河原義朗   野山 広 （司会）      
                                                  

                 ＜ 4時 30分  終了 ＞ 
 

☆ ロビーで，刊行物の展示と販売をおこなっています。 
 

☆ お帰りの際，同封の「アンケート」に御協力ください。 

「ことばビデオ」の情報源     尾崎 喜光 (国立国語研究所） 

日本語教育で映像を使うと    小河原 義朗（北海道大学留学生センター）   

 

ことばと映像           品田 雄吉 (多摩美術大学名誉教授） 
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ことばと映像

品田 雄吉

映像といえば、写真からテレビ、あるいはインターネット映像までが含まれ

ることになるでしょう。私は映画を専門にしてきましたので、主として映画と

ことばついてお話をさせていただきたいと思います。

映画は始め、音を持ちませんでした。そこで台詞や状況説明などが文字で示

されました。いわゆる 「字幕」です。この字幕は、映像の間にうまく織り込ま

れることによって、単に意味を伝えるだけでなく、作品全体に固有のリズムを

生む効果をもたらしました。また、きわめて単純な言葉が深い感動と余韻を生

むこともありました。チャールズ・チャップリン監督・主演の『街の灯』(1931)

のラストの部分に出る字幕の"You."は 、サイレント映画におけるもつとも感

動的な字幕となったと言われます。

1930年代に入つて、いわゆるトーキー映画が本格的に作られるようになると、

映像と言葉を含めた 「音」は、映画を成立させる重要な要素となります。今日

のテレビまでを網羅して、映像と音はどちらがより重要とは言えないほど、伝

達や表現にとつて必要不可欠のものとなつております。
一つの例として、世界的な名作と言われる小津安二郎監督の 『晩春』(1949)

の 1部を見ていただきたいと思います。(脚本抜粋添付)こ こでは、ドラマ性の

ほとんどない日常的な会話が交わされますが、それが、人物の性格や感受性、

あるいは人物同士の親近感などを見事にとらえているように思われます。つま

り、映画の中のことばは、コミュニケーションだけでなく、 ドラマの空間と時

間を作り上げるのに重要な役割を果たしていると言えそうです。

もう1つの参考例として、恩地日出夫監督の『わらびのこう 蕨野行』(2003)

を少し見ていただきたいと思います。江戸時代中期の田舎を舞台にしたこの映

画は、台詞がすべて方言で語られますが、これは原作者である村田喜代子さん

が創造した架空の方言だということです。(映画そのものは山形県にロケーショ

ン撮影されて作られています。)

最近では、ことばを扱った作品に平山秀幸監督の 『しゃべれどもしゃべれど

も』(2007)があります。これは、3人の男女がそれぞれの理由でもつとうまく

しゃべれるようになりたいと、若い落語家のもとに入門して落語を学ぶお話で

す。ここでは言語が人間関係をうまく作れなかったり、うまく作れたりするこ

とが問題になっています。

以上のような例から、映像とことばの周辺について触れてみたいと思つてお

ります。
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1

第32回「ことば」フォーラム
テーマ：映像作品から話しことばを考える

2007年6月30日（土）

「ことばビデオ」の情報源
尾崎 喜 光

独立行政法人国立国語研究所

研究開発部門言語生活グループ

主任研究員

2

鶴岡市

3

「柿」 ： カキ → カギ

「辛子」 ： カラシ → カラsi

「息」 ： エキ → エギ

「駅」 ： イキ → エギ など

-
．

．

＊東北方言に広く見られる特徴。

音声的特徴の例

4

鶴岡市での共通語音声の得点 （31点満点）

＊Yoneda,M.(1997)より引用して作図。

調査年

共
通
語
の
音
声
得
点

(生年)

↑ １回目（1950年）

↑ 2回目（1971年）

↑ 3回目（1991年）

5

質問方法：

・ 「これは何ですか？」 （絵を示す）

・ 「口からハーッと吐くものは何ですか？ 【息】」 （なぞなぞ式）

ネコ カラス

エキ マド
6

「場面差調査」
・ 1992年に実施。
・ 回答者は前年度の回答者の中の175人。
・ 聴き取りは尾崎（発表者）。

「場面」（発音状況を含む）の種類
① 絵／なぞなぞ式 （← 従来の方法で再確認）

② 文字として書かれた単語を読む

③ 注目する単語を含む短文を読む

④ よそ（東京）から来た初対面の人と話すとき

⑤ 地元の初対面の人(国勢調査員)と話すとき

⑥ 家族や友達と話すとき

非
会
話
場
面

会
話
場
面
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7

＜架空の新聞の見出し記事の例＞

「猫に鈴、はやる」
調査での補足説明：
最近のペットの飼い方の流行についての記事です。

④ よそ（東京）から来た初対面の人と話すとき
例：「ネコにスズつけるのが、はやってるんですってね。」

⑤ 地元の初対面の人(国勢調査員)と話すとき
例：「ネコにスズつけるのが、はやってるみたいですね。」

⑥ 家族や友達と話すとき
例：「ネゴさスズつけんな、はやってんだとの。」

注：例は「実例」ではない。

8

方言音声と共通語音声の使い分けが
明確に認められた項目
(1) 語頭以外のカ行音・タ行音をガ行音・
ダ行音とする発音（有声化）［例：猫をネゴ］

(2) イ段音をウ段音に近づけた発音（母音ｉの
中舌化）［例：辛子をカラスに近く発音］

(3) 単語のアクセント

↓
★「猫」の発音（ネコかネゴか）と

アクセント（ か か）。

9

92.6

97.1

98.9

82.9

69.7

50.9

6.9

13.1

25.7

46.9

2.3

1.1

0.6

0.6

4.0

4.6

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①絵／なぞなぞ

②単語読み

③短文読み

④よそ・初対面

⑤地元・初対面

⑥家族・友達

ネコ ネゴ
その他・無
効・無回答

10

11

あたまだか

頭高型

12

お だ か

尾高型
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13

55.4

57.7

54.3

37.1

33.1

17.7

38.3

58.3

62.3

80.0

38.3

45.7

6.3

4.0

4.6

4.6

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①絵／なぞなぞ

②単語読み

③短文読み

④よそ・初対面

⑤地元・初対面

⑥家族・友達

その他・無
効・無回答

共通語アクセント 方言アクセント

14

15

発音

ネコ

ネゴ
×

アクセント

＝

ネ
コ

ネ
コ

ネ
ゴ

ネ
ゴ

１

２

３

４

共通語 共通語

方言
方言

16

54.9

57.1

54.3

37.1

31.4

17.7

32.6

45.1

38.3

33.1

5 .7

44.6

36.6

0 .0

1.7

0 .0

0 .6

0 .6

0 .0

1 .7

46.9

24.0

13.1

1.1

6 .3

0 .0

4 .6

4.6

2.3

4 .0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①絵／なぞなぞ

②単語読み

③短文読み

④よそ・初対面

⑤地元・初対面

⑥家族・友達

ネ
コ ネ

コ その他・無
効・無回答ネ

ゴネ

ゴ

１

２

４

３

★「猫」の「コ」を「ゴ」とするのであれば、アクセントも
方言でそろえなければおかしい。

17

映像作品への貢献

地元ではありえない言い方を回
避するために、言語研究が貢献で
きる可能性がありそう。

18
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19

鶴岡市内でのロケ場面

鶴岡駅前
ホテルの
フロント

致道博物館 周囲の山並み 20

参考文献
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・国立国語研究所編(2007)『地域社会の言語生活－鶴岡

における20年間隔3回の継続調査－』（内部資料）

・尾崎喜光（2006）「山形県鶴岡市における「場面差調査」」

『日本語科学』20、pp.89-106

・Yoneda,M.(1997) Survey of standardisation in Tsuruoka, 

Japan: Comparison of results from three surveys 

conducted at 20-year intervals. 『日本語科学』2、pp.24-

38



日本語教育で映像を使うと－ビデオを活用する立場から－ 

 
小河原義朗（北海道大学留学生センター） 

 
１．大学での日本語教育 

１．１．国内外における日本語学習者の増加 

・国内の日本語学習者数は135,514人，アジア地域出身が104,441人(77.1％) 

・大学の日本語学習者数は42,718人，アジア地域出身が39,650人(88.4％) 

（文化庁調査平成17年11月1日現在 

http://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/kyouiku/index.html） 

・国外の日本語学習者数は海外の120カ国と7地域で 2,356,745人 

（国際交流基金調査2003年現在http://www.jpf.go.jp/j/japan_j/oversea/survey.html） 

・日本への留学生数は117,927人 

（日本学生支援機構調査平成18年5月1日現在 

http://www.jasso.go.jp/statistics/intl_student/data06.html） 

・北海道大学への留学生数は852人，国内21位，アジア地域出身が677人(79,5％) 

（平成18年5月1日現在，学部生120，大学院生修士課程176，専門職１，博士課程316， 

研究生等211，日本語日本文化研修生28） 

 

１．２．北海道大学留学生センターにおける日本語教育 

留学生のニーズに応じた日本語教育 

例：・日本語日本文化研修コース 

（母国で既に日本語・日本文化を学習している国費留学生対象） 

・日本語集中コース（国費研究留学生に対する大学院入学前予備教育） 

・一般日本語コース（全留学生（研究生，大学院生，特別聴講学生，科目等履修生， 

研究員）に対する日本語補講） 

・その他 

 

２．映像を使った日本語教育 

２．１．日本語教育現場で教師は映像をどの程度，どのように活用しているのか 

(1)金田・小河原・笠井(2006) 

・方法：アンケート調査 

・対象者：国外の日本語教師1,299人（タイ(バンコク)204(2001年調査)，韓国631(2003 

年調査)，台湾224(2003-04年調査)，マレーシア240(2004年調査)） 

・生教材として映像（ビデオ）が使われている 

・生教材を使う理由：「学習者の興味・関心をひくため」「日本の事物や文化に触れさせる 



ため」「学習者に本物の日本語に触れさせるため」 

(2)保坂・土井・長谷川(2004) 

・方法：アンケート調査 

・対象者：国外の日本語教師181名 

（ソウル，バンコク，クアラルンプール，ロスアンジェルス，ロンドン，韓国研修生） 

・全体の70.8％が授業において映像教材を使用 

・使用映像教材 

教育用教材80.2％（日本語教育用ビデオ56.2％，日本社会・文化紹介用ビデオ22.3％， 

一般教育用ビデオ1.7％） 

生素材92.6％（アニメ25.6％，映画15.7％，ドラマ11.8％，ニュース6.6％， 

ドキュメンタリー6.6％，情報・娯楽バラエティー5.8％，CM5.0％，音楽番組2.5％， 

天気予報1.7％，時事解説1.7％，その他TV番組9.9％） 

・映像教材の利用方法 

「内容を楽しむ」「学習後学習項目が使用されている場面を見せて確認」 

「日本文化の紹介と理解のため」「学習項目の導入」「ディスカッションの材料」 

「映像情報を提供する」「ロールプレイのための状況設定」「聴解力の向上・確認」 

(3)簗島(2006) 

・映像利用の実態は「内容について感想を言う」「自国と違う点を指摘する」「言語や表現 

に着目させる」が多い。 

       ↓ 

○日本語教育の授業では，具体的にどのように映像を使うことができるのか， 

考えてみましょう。 

→利用映像：国立国語研究所(2005)『暮らしの中の「あいまいな表現」』 

「ことばビデオ」シリーズ＜豊かな言語生活をめざして＞４ 

 

２．２．学習者は映像をどのように見ているのか 

 (1)学習者の映像利用の実態 

国立国語研究所(2002,2004,2005,2006a,2006b) 

・対象者：国外の日本語学習者21,465人（タイ5,919人(2001年調査)，韓国6,739人(2003 

年調査)，台湾3,447人(2003-04年調査)，マレーシア5,360人(2004年調査)） 

・方法：アンケート調査 

・質問項目「日本語の授業以外の時間に，日本語が使われているものを見たり聞いたりす 

ることはありますか」 

→「はい」タイ88.3％，韓国97.9％，台湾93.6％，マレーシア89.9％ 

・質問項目「授業以外でどんなもの（日本語が使われているもの）を見たり聞いたりしま 

すか」 



順位 タイ 韓国 台湾 マレーシア 

1位 テレビ放送 56.2 マンガ 52.8 テレビ番組 86.3 ビデオ・VCD・DVD 63.8 

2位 マンガ 53.8 テレビ番組 48.0 CD 61.6 テレビ 57.2 

3位 雑誌 48.1 ビデオ・DVD 47.8 マンガ・アニメ 59.4 マンガ・アニメ 39.0 

（単位：％） 

・質問項目「見たり聞いたりする理由は何ですか」 

→「楽しいから」「日本語に触れたいから」 

      ↓ 

・映像の利用に関する教師の思惑と学習者の実情のちがい 

・学習者自身が映像を読み解く力の必要性 

・その他：授業における映像利用技術の向上 

著作権など 

 

３．国立国語研究所「ことばビデオ」の利用 

北海道大学学部学生50名から「ことばビデオ」視聴後に得たコメントから 

(1)外国人といっても母語によって話す日本語の特徴が変わる 

      ↓ 

・同様に日本人が話す外国語にも特徴がある  

・日本語の中にも地域によって発音や話し方が変わる 

・話し手の発音や話し方だけでその人の人間性などを判断してしまいがち 

(2)身のまわりに外国人が増えているという現実 

(3)日本語を外国語という別の視点から見るおもしろさ 

   ↓ 

映像によるインパクトの強さ 
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